日本小児血液・がん専門医新規申請 チェックリスト（簡易版） Ver4.

日本小児血液・がん専門医認定申請（試験）チェックリスト
*直近5年間とは、20ｘｘ-5年4月1日から20ｘｘ年3月31日(２０xx年申請の場合)をさす。

A. 血液専門医資格を取得されていない方
· (1) 専門医認定試験受験申請書
· (2) 小児科専門医・がん治療認定医・血液専門医申告書、CLIC受講済申告書
· (3) 履歴書
· (4) 専門医研修修了証明書
(5) 研修実績記録(参加証の写しを添付)
· 合計研修単位が直近の5年間に関わらず，100単位以上である
· (参加証等貼付票に学会参加証（氏名の記入が必須）を重ね合わせずに貼付している)
· (6) 学術業績リスト学会発表
· (7) 学術業績リスト論文
· (8) 臨床経験記録
· 必要経験症例数を満たしている（細則第8条に定める経験症例30例）
· 署名欄に各施設の指導医（指導医不在の場合は親施設）の自筆署名がなされている。
· (9) 個別症例票(15症例分)
· 受け持ち期間が経験症例として適当である
· 症例は経験症例として適切である（診療チームの一員として診断・治療を行った症例）
□個別症例票に以下の疾患が含まれている
□急性リンパ性白血病、□急性骨髄性白血病、□悪性リンパ腫、□小児外科腫瘍（神経芽腫、肝芽腫、腎芽腫、胚細胞腫瘍のうち一つ）、□骨軟部腫瘍、□脳腫瘍、□鉄欠乏性貧血を除く赤血球疾患、□血小板異常、□凝固異常、□同種造血幹細胞移植症例
· 署名欄に各施設の指導医（指導医不在の場合は親施設）の自筆署名がなされている。
· (10) 日本小児科学会小児科専門医の認定証の写し（A4サイズ）
· (11) がん治療認定医の認定証の写し（A4サイズ）
· (12) CLICの受講証の写し（A4サイズ）。
· [bookmark: _Hlk147739292](13) 学術業績リストに登録した学会発表3件の抄録の写し（A4サイズ）。誌上発表は含まない。筆頭演者としての発表が1件以上含まれている。
· [bookmark: _Hlk147739311](14) 学術業績リストに登録した論文3件の論文表紙(表題、著者、所属、要約を含む)の写し（A4サイズ）（学会抄録は含めないこと、筆頭著書を1編以上含めること）。
· (15) 申請料2万円の振り込み済みの証明ができる書類の写し（Ａ4サイズ、拡大は不要）
□　(16) 申請時に継続して3年間以上本学会会員であり会費を完納している。
□　(17) 卒後初期研修修了後5年以上小児血液および小児がんを含む小児科臨床に携わっている。
□　(18) 24か月以上本学会の専門医研修施設に所属し、定められた研修カリキュラムを修了している。

B. 血液専門医資格を有する方
· (1) 専門医認定試験受験申請書（No.2-7）（WORD）
· (2) 小児科専門医・血液専門医申告書、CLIC受講済申告書
· (3) 履歴書
· (4) 専門医研修修了証明書
· (5) 研修実績記録(参加証の写しを添付)
· 合計研修単位が直近の5年間に関わらず，100単位以上である
　□参加証等貼付票に学会参加証（氏名の記入が必須）を重ね合わせずに貼付している。
· (6) 学術業績リスト学会発表
· (7) 学術業績リスト論文
· (8) 臨床経験記録
□要経験症例数を満たしている（細則第8条に定める経験症例30例のうち，固形腫瘍
10 造血幹細胞移植症例1例を含む15例の一覧）
□署名欄に各施設の指導医（指導医不在の場合は親施設）の自筆署名がなされている。
· (9) 個別症例票(7症例分)
□受け持ち期間が経験症例として適当である
· 症例は経験症例として適切である（診療チームの一員として診断・治療を行った症例）
□個別症例票に以下の疾患が含まれている
□小児外科腫瘍（神経芽腫、肝芽腫、腎芽腫、胚細胞腫瘍のうち一つ）、□骨軟部腫瘍、□脳腫瘍、□同種造血幹細胞移植症例：1例
□署名欄に各施設の指導医（指導医不在の場合は親施設）の自筆署名がなされている。
□ (10) 日本小児科学会小児科専門医の認定証の写し（A4サイズ）。
· (11) 日本血液学会血液専門医の認定証の写し（A4サイズ）。
· (12) CLICの受講証の写し（A4サイズ）。
· (13) 学術業績リストに登録した学会発表3件の抄録の写し（A4サイズ）。誌上発表は含まない。筆頭演者としての発表が1件以上含まれている。
· (14) 学術業績リストに登録した論文3件の論文表紙(表題、著者、所属、要約を含む)の写し（A4サイズ）（学会抄録は含めないこと、筆頭著書を1編以上含めること）。
· (15) 申請料2万円の振り込み済みの証明ができる書類の写し（Ａ4サイズ、拡大は不要）
□　(16) 申請時に継続して3年間以上本学会会員であり会費を完納している。
□　(17) 卒後初期研修修了後5年以上小児血液および小児がんを含む小児科臨床に携わっている。
□　(18) 24か月以上本学会の専門医研修施設に所属し、定められた研修カリキュラムを修了している。
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